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生活支援サービスの草刈り
（写真提供：津和野町商工会）

散髪出張サービスを受ける利用者
（写真提供：津和野町商工会）

　“普段は家ですることがあたり前”という97
歳のおばあちゃん。顔まで剃ってもらってとっ
てもゴキゲン。ひと言「これでお嫁にいける」
と喜ばれた姿が印象的でした。

（４ページに関連記事）



販路開拓
人材確保・育成

新商品・新サービス・新事業
コスト削減・生産性向上

営業力の強化
資金調達

後継者の確保・育成
パソコン・インターネット
知的財産の利活用
環境・安全対策
設備の老朽化

その他
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（
回
答
状
況
）

①
会
員
数
八
千
九
百
三
十
三
人
の

う
ち
三
千
九
百
七
十
六
人
で
44
・

５
％
の
回
収
率

②
回
収
率
が
高
い
商
工
会
は
、
隠
岐

の
島
町
の
76
・
８
％
、
美
濃
の
74
・

１
％
、
津
和
野
町
の
72
・
９
％

③
圏
域
別
で
は
出
雲
部
が
38
・
５
％
、

石
見
部
が
50
％
、
隠
岐
部
が
62
・

４
％

④
自
由
意
見
の
回
答
数
は
四
百
八
十

で
回
答
数
の
12
・
０
％

（
会
員
の
現
状
）

①
業
種
、
経
営
形
態
、
従
業
員
数
は

商
工
会
地
域
の
実
態
と
近
似
し
て

い
る
。

②
経
営
年
数
は
「
三
十
年
以
上
」
が

57
・
９
％
あ
り
、
前
回
調
査
（
平

成
十
六
年
九
月
実
施
）
に
比
べ
９

ポ
イ
ン
ト
近
く
増
加
し
て
い
る
。

③
経
営
者
の
年
齢
は
六
十
歳
以
上
が

57
・
９
％
を
占
め
（
前
回
調
査
48
・

５
％
）
、
経
営
者
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。

④
後
継
者
は
、
「
決
ま
っ
て
い
る
・

予
定
者
が
い
る
」
が
44
・
５
％
、「
自

分
の
代
で
廃
業
」
が
40
・
１
％
と

な
っ
て
い
る
。

⑤
三
年
前
と
の
売
上
比
較
は
「
大
幅

増
加
」
が
１
・
７
％
で
「
多
少
増
加
」

を
含
め
て
も
10
・
７
％
で
全
体
の

78
・
６
％
が
減
少
し
て
い
る
。

⑥
経
営
上
の
課
題
は
、「
販
路
開
拓
」

や
「
営
業
力
強
化
」
が
多
い
。

⑦
今
後
の
方
向
性
は
、「
現
状
維
持
」

が
54
・
９
％
と
多
い
が
「
事
業
拡

大
」
が
14
・
８
％
「
縮
小
」
が
４
・

９
％
、「
い
ず
れ
廃
業
」が
22
・
１
％

あ
り
、
前
回
（
11
・
７
％
）
に
比

べ
倍
増
し
て
い
る
。

⑧
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
「
新
分

野
進
出
」
15
・
６
％
「
経
営
革
新
」

23
・
３
％「
農
商
工
連
携
」５
・
３
％

あ
り
、
意
欲
的
な
会
員
が
全
体
の

44
・
２
％
を
占
め
て
い
る
。

（
商
工
会
の
活
用
状
況
）

①
こ
の
一
年
間
で
の
商
工
会
利
用
に

つ
い
て
は
84
・
２
％
の
会
員
が
商

工
会
を
利
用
し
て
お
り
、
多
く
の

会
員
が
利
用
し
て
い
る
状
況
に
あ

る
。

②
こ
の
一
年
間
で
の
商
工
会
の
活
用

状
況
は
、
金
融
・
税
務
・
経
理
・

労
働
な
ど
の
経
営
基
盤
を
支
え
る

た
め
の
活
用
が
多
か
っ
た
。

③
職
員
の
企
業
訪
問
に
つ
い
て
は
、

37
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、
49
・

２
％
が
窓
口
利
用
と
な
っ
て
い

る
。

④
活
用
す
る
際
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
40
・
４
％
が
職
員
の
訪
問
を

希
望
し
、
52
・
３
％
が
必
要
な
と

き
商
工
会
に
出
か
け
る
と
回
答
し

て
い
る
。

（
商
工
会
の
支
援
体
制
と
財
政

問
題
）

①
商
工
会
合
併
等
に
よ
る
職
員
減
少

の
中
、商
工
会
の
対
応
に
つ
い
て
、

「
以
前
よ
り
良
く
な
っ
た
」
５
・

５
％
、「
以
前
と
変
わ
ら
な
い
」

が
53
・
６
％
で
約
六
割
を
占
め
る

が
、
そ
の
反
面
「
結
び
つ
き
が
弱

く
な
っ
た
」
16
・
９
％
、「
相
談
し

難
く
な
っ
た
」
５
・
９
％
等
、
33
・

５
％
の
会
員
が
不
満
を
感
じ
て
い

る
。
特
に
支
所
地
区
に
お
い
て

は
42
・
０
％
近
く
の
会
員
が
悪
く

商
工
会

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

―売上比較―

―今後の取組― ―経営上の課題―

大幅増加　1.7％

農商工連携
5.3％

多少増加している　9.0％
増減なし
9.3％

多少減少
している
27.4％

大幅に
減少している
51.2％

経営革新
23.3％

特にない
54％

新分野進出
15.6％

無回答
1.4％

　
平
成
二
十
一
年
秋
に
実
施
し
た
「
商
工
会
会
員
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
は
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
総
数

三
千
九
百
七
十
六
通
の
回
答
が
あ
り
、
回
収
率
、
44
・
５
％

と
高
い
関
心
が
窺
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
自
由
意
見
の
回
答
数
は
全
体
の
12
％
に
上
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
や
ご
要
望
、
特
に
支
所
の
存
続
に
つ
い
て
は
多
く

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、
県
連
合
会
で
は
今
後

の
商
工
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
い

く
方
針
で
あ
る
。



金融・税務
専門的なアドバイス

高度な支援
記帳代行等
地域活性化

各種共済制度
経営に役立つ情報

行政具申
情報交換

特に感じていない
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な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
、
本
所
地

区
の
29
・
４
％
に
比
べ
12
・
６
ポ
イ

ン
ト
高
く
な
っ
て
い
る
。

（
商
工
会
へ
の
期
待
）

①
経
営
改
善
を
す
る
た
め
の
基
礎
的

支
援
の
期
待
に
つ
い
て
は
、
税
務
・

決
算
・
金
融
支
援
等
に
対
し
高
い

期
待
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

情
報
提
供
に
高
い
関
心
が
あ
り
、

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

②
専
門
的
支
援
の
期
待
に
つ
い
て

は
、
企
業
診
断
・
事
業
計
画
作
成
、

経
営
革
新
・
新
分
野
進
出
、
販
路

開
拓
・
取
引
斡
旋
、
更
に
は
事
業

再
生
に
関
わ
る
支
援
な
ど
幅
広
い

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

③
地
域
活
動
等
の
期
待
に
つ
い
て

は
、
業
種
全
体
を
通
じ
て
特
産
品

支
所
の
存
続
（
合
併
商
工
会
の
み
回

答
）
に
つ
い
て
は
、
62
・
９
％
が

存
続
す
べ
き
と
回
答
し
て
お
り
、

不
明
・
無
回
答
を
除
く
と
81
・
３
％

の
割
合
に
な
る
。

　

本
支
所
別
（
不
明
・
無
回
答
を

除
く
）
に
み
る
と
、
自
主
財
源
を

確
保
し
維
持
と
回
答
し
た
割
合
は

本
所
地
区
41
・
３
％
、
支
所
地
区

48
・
５
％
と
な
っ
て
お
り
、
特
に

支
所
地
区
に
お
い
て
支
所
の
維
持

に
つ
い
て
強
い
気
持
ち
が
示
さ
れ

て
い
る
。

の
開
発
に
つ
い
て
期
待
が
高
か
っ

た
。

④
商
工
会
員
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
金
融
・
税
務
・
記
帳
代
行
等

の
支
援
を
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
て
い

る
傾
向
が
強
い
。
ま
た
、
会
員
同

士
の
交
流
・
情
報
交
換
、
地
域
活

性
化
に
も
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い

る
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。

⑤
商
工
会
へ
の
期
待
と
求
め
ら
れ
る

役
割
に
つ
い
て
は
、
経
営
改
善
普

及
事
業
・
地
域
振
興
事
業
そ
れ
ぞ

れ
に
高
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

―商工会の対応―

―支所の存続―

―商工会員のメリット―

以前より良くなった
5.5％

その他　4.3％

地域活動が減った
2.5％

対応が遅くなった
1.2％

不明
7.5％

自主財源を
確保し維持
34.8％

相談し難くなった
5.9％

訪問回数減った
2.7％

以前と
変わらない
53.6％

行政支援を
求めて維持
28.1％

行政支援を
求めて維持
28.1％

企業訪問を
強化し支所を廃止
10.9％

その他
3.7％

結びつきが
弱くなった
16.9％

商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

　

平
成
十
九
年
の
大
規
模
な
商
工

会
合
併
か
ら
二
年
が
経
過
し
た

が
、
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
、
景
気
の
低
迷
、
経

営
者
の
高
齢
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
山
積
す
る
中
、
商
工
業
者

は
経
営
努
力
を
続
け
て
い
る
が
、

開
廃
業
に
よ
る
増
減
は
、
こ
の
二

年
間
で
差
引
き
四
百
五
十
六
件
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
経
済
を
支
え
て
い
る
商
工

業
者
の
減
少
は
、
商
工
会
は
も
と

よ
り
、
地
域
に
と
っ
て
も
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
商
工
会
と
し
て

も
、
組
織
を
あ
げ
て
こ
の
問
題
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
。

商
工
会
の
現
状
と
課
題

　

商
工
会
に
つ
い
て
は
、
金
融
や

税
務
、
経
理
、
労
務
な
ど
を
中
心

に
、
八
割
を
超
え
る
会
員
が
商
工

会
を
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
経

営
革
新
や
新
分
野
進
出
な
ど
新
た

な
取
り
組
み
に
意
欲
的
な
会
員
も

四
割
を
超
え
て
い
る
。
一
方
、
経

営
者
の
高
齢
化
や
事
業
承
継
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
状
況
が
浮
か
び

上
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
商
工
会
合
併
に
よ
り
、

特
に
支
所
地
区
に
お
い
て
、
利
便

性
の
低
下
や
結
び
つ
き
が
希
薄
に

な
っ
た
な
ど
の
不
満
の
声
が
聞
か

れ
、
支
所
の
存
続
を
求
め
る
意
見

も
多
い
。

　

補
助
金
削
減
・
人
員
削
減
が
進

め
ら
れ
る
中
で
、
こ
う
し
た
問
題

に
対
応
し
な
が
ら
、
い
か
に
商
工

業
者
の
経
営
力
向
上
と
組
織
力
の

強
化
に
取
り
組
む
か
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

商
工
会
へ
の
期
待
と
今
後
の
取
組
み

　

商
工
会
に
は
、
経
営
改
善
を
進

め
る
た
め
の
基
礎
的
支
援
や
経
営

革
新
等
の
専
門
的
支
援
や
事
業
再

生
な
ど
幅
広
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
特
産
品
開

発
等
の
地
域
振
興
へ
の
期
待
も
大

き
い
。

　

環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
こ
う
し
た
会
員
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
支
所
の
存
続
を
含
め
た

組
織
運
営
の
あ
り
方
の
見
直
し
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
自
主
財
源

の
確
保
に
よ
る
商
工
会
の
財
政
基

盤
の
確
立
も
不
可
欠
で
あ
り
、
会

員
・
役
員
・
職
員
が
協
力
し
て
「
行

動
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

地
域
を
支
え
る
経
済
団
体
で
あ

る
商
工
会
に
、
会
員
の
力
を
結
集

し
、
新
し
い
時
代
を
創
る
時
が
来

て
い
る
。

ま
と
め



　

長
引
く
不
況
の
中
で
、
公
共
事
業

の
減
少
に
よ
る
雇
用
の
減
少
と
後
継

者
不
足
に
よ
る
中
山
間
地
集
落
維
持

の
危
機
か
ら
中
心
商
店
街
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に
な
り
つ
つ
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
年
度
に
国
土

交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
よ
り
「
生

活
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
確
保
に
関
す
る

調
査
検
討
業
務
」
に
お
け
る
モ
デ
ル

地
区
に
選
定
さ
れ
、
中
山
間
地
集
落

の
実
態
調
査
及
び
日
常
生
活
サ
ー
ビ

ス
の
実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
日
常
生
活
の
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
や
中
心
部
商
店
街
と
連
携

し
、
人
・
物
資
の
搬
送
、
買
物
代
行
、

散
髪
出
張
を
一
体
的
運
行
す
る
「
生

活
ま
る
ご
と
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
ま
し

た
。

　

前
年
度
の
実
証
実
験
を
通
し
「
各

種
サ
ー
ビ
ス
に
対
価
を
支
払
っ
て
も

利
用
す
る
」
と
い
う
結
果
か
ら
、
中

山
間
部
の
住
民
が
買
物
等
の
消
費
活

動
を
近
隣
の
都
市
部
へ
求
め
て
い
る

現
状
を
回
復
す
べ
く
、
生
活
ま
る
ご

と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
地
域
の
商
店

街
と
提
携
し
て
利
用
者
の
消
費
活
動

を
地
域
に
還
元
す
る
方
向
へ
と
促
し

活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
を
想
定
し
社

会
実
証
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
十
月
に
事
業
実
施

団
体
と
し
て
「
津
和
野
町
地
域
支
援

ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
議
会
」（
四
地
区

の
自
治
会
組
織
と
関
係
機
関
）
を
設

立
し
、
集
落
に
十
六
人
の
世
話
人
を

配
置
し
取
組
み
ま
し
た
。
事
業
内
容

と
し
て

①
ま
る
ご
と
サ
ー
ビ
ス
の
宣
伝
、
雇

用
情
報
の
収
集
と
担
い
手
の
受
入

【
有
償
サ
ー
ビ
ス
の
発
掘
と
創
出
に

よ
る
雇
用
の
創
出
と
拡
大
】

②
ま
る
ご
と
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験

【
中
山
間
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
構
築
と
業
と
し
て
の
成
立
】

移
動
サ
ー
ビ
ス
・
買
物
代
行
サ
ー
ビ

ス
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
・
散
髪
出

張
サ
ー
ビ
ス

③
地
域
通
信
シ
ス
テ
ム
の
新
し
い
活

用
方
法
の
検
討
と
試
行
運
転

【
ケ
ー
ブ
ル
通
信
を
活
用
し
た
ま
る

ご
と
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
と
注
文

シ
ス
テ
ム
の
構
築
】

④
ま
る
ご
と
サ
ー
ビ
ス
業
の
法
人
化

へ
む
け
て
の
検
討

【
有
償
サ
ー
ビ
ス
の
発
掘
と
創
出
に

よ
る
雇
用
の
創
出
と
拡
大
・
中
山
間

地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
と

業
と
し
て
の
成
立
】

（
津
和
野
町
商
工
会 

大
庭
事
務
局
長
）
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﹃
う
ん
な
ん
ま
め
な
カ
ー
市
﹄

　

雲
南
市
商
工
会
で
は
、
商
店
街
の

活
性
化
と
産
業
・
地
域
振
興
を
目
的

と
し
、
軽
自
動
車
に
よ
る
物
販
・
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
朝
市
を
昨
年
十
一
月
八

日
（
木
次
町
八
日
市
）・
二
十
二
日
（
三

刀
屋
町
）
に
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
街
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

中
国
地
方
で
は
、
路
上
で
行
う
軽

ト
ラ
ッ
ク
市
は
初
の
試
み
で
す
が
、

島
根
県
の
し
ま
ね
版
特
区
の
認
可
に

よ
る
規
制
緩
和
と
地
域
商
業
構
築
モ

デ
ル
事
業
の
採
択
を
受
け
計
画
し
ま

し
た
。

　

商
工
会
合
併
よ
り
三
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
も

各
地
域
で
行
わ
れ
、
会
員
同
士
が
交

流
し
、
親
睦
を
図
る
こ
と
が
難
し
い

広
域
合
併
で
は
合
併
し
た
メ
リ
ッ
ト

が
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
意
見
も
存

在
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
や
組
織

の
縮
小
な
ど
に
よ
る
会
員
減
少
は
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
打
開
策
と
し
て
、
六
町
を
回

り
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
街
で
、
隣
同
士

で
出
店
す
れ
ば
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情

報
の
交
流
が
生
ま
れ
、
商
工
会
員
、

市
民
と
し
て
の
帰
属
意
識
の
高
ま
り

を
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

木
次
会
場
で
は
二
千
人
、
三
刀
屋

会
場
で
は
三
千
人
の
来
場
が
あ
り
、

予
想
以
上
の
賑
わ
い
に
会
員
、
出
店

者
、
地
元
の
皆
様
、
そ
し
て
職
員
一

同
、
大
き
な
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
、「
ま
め
な
」
と
は
、
元
気
な
、

行
動
す
る
な
ど
軽
快
に
活
動
す
る

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
と
軽
自
動
車

の
軽
量
感
を
（
ま
め
＝
小
さ
い
）
と

表
現
し
た
も
の
で
す
。

　

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
来
場
者

に
も
出
店
者
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
中
で
も
吉
田
町
の
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
児
童
の
皆
さ
ん
と

吉
田
支
部
の
青
年
部
員
が
地
元
Ｐ
Ｒ

と
人
材
育
成
を
狙
い
と
し
た
野
菜
販

売
を
行
い
ま
し
た
。
前
日
に
同
町
内

の

木
村
有
機
農
園
へ
収
穫
に
行

き
、
仕
入
れ
を
し
ま
し
た
。
児
童
が

三
〇
〇
円
の
出
資
金
を
持
ち
寄
り
、

キ
ャ
プ
テ
ン
を
社
長
と
し
た
株
式
会

社
を
設
立
し
、
仕
入
れ
に
足
り
な
い

資
金
は
、
青
年
部
よ
り
借
り
入
れ
を

し
ま
し
た
。

　

チ
ラ
シ
・
Ｐ
Ｏ
Ｐ
も
作
成
し
ま
し

た
。
当
日
、
販
売
し
た
代
金
よ
り
借

入
金
を
青
年
部
に
返
済
し
、
出
資
金

を
差
し
引
き
残
り
が
利
益
で
あ
り
、

監
督
と
相
談
の
上
、
ボ
ー
ル
の
購
入

資
金
に
当
て
る
こ
と
を
決
め
、
会
社

を
解
散
し
ま
し
た
。　

　

子
供
た
ち
に
、
経
営
や
会
社
の
仕

組
み
、
チ
ラ
シ
や
声
を
張
り
上
げ
て

の
営
業
活
動
な
ど
商
売
を
体
験
し
て

も
ら
い
、
生
き
る
力
と
商
工
業
へ
の

興
味
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た

い
、
そ
ん
な
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
市

㈱吉田スポーツ少年団

地
方
の
元
気
再
生
事
業

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

﹁
ま
る
ご
と
サ
ー
ビ
ス
﹂に
よ
る
津
和
野
町
の
元
気
再
生

〜
中
山
間
地
域
の
生
活
・
生
業
維
持
と
雇
用
の
創
出
・
拡
大
に
よ
る
定
住
促
進
〜
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商
工
会
連
合
会
と
東
出
雲
町
商
工

会
・
青
年
部
の
共
催
に
よ
り
「
早
く

気
付
け
！
自
ら
動
け
！
事
業
承
継
～

後
継
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー
～
」
を
、
一

月
二
十
七
日
と
二
月
四
日
に
、
後
継

者
の
軍
師
・
神
崎
充
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
東
出
雲
町
商
工
会
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
後
継
者
や
若

手
経
営
者
が
事
業
承
継
の
意
味
を
理

解
し
、
円
滑
な
事
業
承
継
に
向
け
て

「
不
況
に
負
け
な
い
経
営
力
を
身
に

つ
け
る
」
と
と
も
に
「
企
業
改
革
を

実
現
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

中
小
企
業
の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
計
画
し
た
も
の
で
、
企
業

の
若
手
経
営
者
や
後
継
者
な
ど
十
九

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
回
目
は
、「
自
社
と
向
き
合
う
」

～
自
社
の
財
務
状
況
を
把
握
、
不
況

に
負
け
な
い
経
営
力
を
身
に
つ
け
る

～
と
題
し
、
お
金
に
対
し
て
の
考
え

方
・
見
方
に
つ
い
て
講
演
を
頂
き
ま

し
た
。

　

収
益
性
と
は
利
益
を
上
げ
る
力
、

安
全
性
は
財
務
基
盤
の
安
定
度
、
経

営
者
の
役
割
は
収
益
性
と
安
全
性
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
で
、
会
社
が

　

各
商
工
会
か
ら
二
十
七
名
の
参
加

を
得
て
、
商
工
会
監
事
セ
ミ
ナ
ー
を

二
月
十
日

サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も

に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

今
年
度
は
、
役
員
改
選
に
よ
っ
て

初
め
て
就
任
さ
れ
た
監
事
も
多
い
こ

と
か
ら
、
講
師
に
德
丸
親
一
税
理
士

を
迎
え
て
「
商
工
会
の
監
事
の
手
法
」

を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
っ
た
。

　

德
丸
税
理
士
は
、
今
年
度
全
国
連

が
行
っ
た
県
連
監
事
セ
ミ
ナ
ー
の
講

師
を
務
め
る
な
ど
、
商
工
会
に
非
常

に
詳
し
く
、
監
事
の
役
割
と
監
査
の

着
眼
点
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

こ
の
な
か
で
講
師
は
、
商
工
会
に

お
け
る
監
事
の
職
務
と
責
任
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
。

　

ま
た
、
会
計
監
査
と
業
務
監
査
の

両
方
の
視
点
か
ら
監
査
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
、
す
べ
て
を
年
に
一
度
監

査
す
る
の
で
は
な
く
、
業
務
監
査
に

つ
い
て
は
、
中
間
監
査
を
行
う
こ
と

が
望
ま
し
い
と
の
見
解
も
示
さ
れ
た
。

　

最
後
に
は
質
疑
応
答
も
あ
り
、
非

常
に
内
容
の
あ
る
研
修
と
な
っ
た
。

参
加
監
事
に
お
か
れ
て
は
、
本
研
修

の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
各
商
工
会
の

的
確
な
監
査
が
期
待
さ
れ
る
。

出
来
て
か
ら
の
積
み
重
ね
が
現
れ
て

い
る
貸
借
対
照
表
が
重
要
で
あ
る
。

　

財
務
会
計
の
核
心
と
し
て
、
税
金

を
減
額
す
る
た
め
に
経
費
等
の
余
分

な
支
出
を
し
な
い
（
節
税
の
罠
）。

利
益
を
上
げ
る
の
が
経
営
者
の
仕
事

で
あ
り
、
内
部
留
保
す
る
こ
と
で
会

社
は
存
続
で
き
る
。
ま
た
、
自
社
の

真
実
の
財
務
状
況
を
徹
底
的
に
把

握
、
強
い
財
務
体
質
の
後
継
者
を
目

指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

二
回
目
は
、「
自
身
と
向
き
合
う
」

～
後
継
者
・
経
営
者
が
知
る
べ
き
人

の
ツ
ボ
～
と
題
し
、
人
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
人
を
通

し
て
課
題
を
解
決
す
る
力
で
あ
り
、

若
い
経
営
者
は
未
熟
で
あ
る
自
分
を

認
め
さ
ら
け
出
す
と
い
う
自
己
開
示

力
が
重
要
。

　

ま
た
、
後
継
者
の
人
的
資
源
活
用

戦
略
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
今
後
の

方
向
性
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
従
業

員
の
雇
い
直
し
（
節
目
）
を
行
い
、

後
継
者
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
新
し
い

体
制
を
作
る
こ
と
。

　

そ
し
て
、
企
業
風
土
は
、
組
織
の

生
み
出
す
力
の
土
台
で
あ
り
、
後
継

者
は
、
企
業
理
念
を
最
上
位
の
価
値

観
と
し
た
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
推
進

す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
後
継
者
に
と
っ
て
の
事

業
承
継
の
本
質
は
、
価
値
を
生
み
出

す
た
め
に
、
価
値
あ
る
も
の
を
受
け

取
る
、
超
友
好
的
な
乗
っ
取
り
だ
と

理
解
し
、
後
継
者
が
主
体
と
な
っ
て

行
動
を
早
く
起
こ
し
て
ほ
し
い
と

エ
ー
ル
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度

商
工
会
監
事
セ
ミ
ナ
ー
開
催

早
く
気
付
け
！
自
ら
動
け
！

事
業
承
継
～
後
継
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー
～
開
催
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島
根
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

浜
田
市
「
い
わ
み
ぷ
ら
っ
と
」
で
開
催

事
業
継
承
研
修
会

　

島
根
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

は
、
三
月
四
日

浜
田
市
の
石
見
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
「
い
わ
み
ぷ
ら
っ

と
」
に
お
い
て
、
二
十
三
名
の
参
加

の
も
と
、
平
成
二
十
一
年
度
事
業
継

承
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

今
回
の
事
業
継
承
研
修
会
は
石
見

ブ
ロ
ッ
ク
の
青
年
部
員
を
対
象
に
、

平
成
二
十
年
度
・
二
十
一
年
度
経
営

革
新
塾
講
師
と
し
て
お
願
い
を
し
た

㈱
ア
イ
ム
サ
プ
ラ
イ
伊
豆
田
功
氏

（
中
小
企
業
診
断
士
）
を
招
い
て
「
逆

境
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
視
点
と
思

考
法
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
っ
た
。

　

厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
青
年
部

員
の
多
く
が
避
け
て
通
る
こ
と
の
出

来
な
い
「
事
業
継
承
」
は
、
事
業
の

安
定
と
継
続
的
繁
栄
を
左
右
し
か
ね

な
い
大
変
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、

視
点
と
思
考
法
を
変
え
る
こ
と
に
よ

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
す
る
方

法
と
し
て
幾
つ
か
の
事
例
を
あ
げ
、

顧
客
の
ニ
ー
ズ
（
必
要
性
）
・
ウ
ォ

ン
ツ
（
要
望
）
に
応
え
て
い
く
手
法

を
講
演
さ
れ
た
。
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経営者の退職金制度を知っていますか？経営者の退職金制度を知っていますか？経営者の退職金制度を知っていますか？ 

！
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合
格
お
め
で
と
う

　

第
一
五
六
回
商
工
会
珠
算
検
定
試

験
が
二
月
二
十
一
日

に
全
国
一
斉

に
実
施
さ
れ
、
島
根
県
で
は
五
十
六

名
が
受
験
し
、
三
十
九
名
が
合
格
し

ま
し
た
。

　

三
級
ま
で
の
合
格
者
は
次
の
と
お

り
。

●
一
級
合
格
者

　

該
当
者
な
し

●
二
級
合
格
者
（
順
不
同
）

　

島　

幸
奈
、佐
々
木
彩
乃（
奥
出
雲
町
）

●
三
級
合
格
者
（
順
不
動
）

　

安
部
大
河
、
今
若
友
稀
、
石
原
歩

華
、
長
谷
川
隼
平
（
奥
出
雲
町
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で　
　
　
　
　

し
ま
せ
ん
か

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で　
　
　
　
　

し
ま
せ
ん
かお問い合わせやお申し込みはお近くの商工会へ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

楽
々

経
理

楽
々

経
理


